
　（別紙４-２） 事業所名 グループホームまこと

作成日：　　令和　6　年　3　月　18　日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 2

『事業所は地域との付き合いが良好であり、コロ
ナ禍以前のように地域を巻き込む夏祭りイベント
や催し物を実施して地域の核となる事を希望し
ます。』　　　　昨年は夏祭りを4年ぶりに開催し、
近隣の方にも案内をして沢山の方に参加いただ
きました。今年からは、親会社の移行もあり、夏

夏祭りに代わる　利用者家族、地域住民も交
えたイベントの考案、統括、管理者、職員で
話し合い企画していく。また、地域でのイベン
トにも積極的に参加できる環境を作る。コロ
ナ禍で、断たれていたボランティアの受け入
れの再開。

地域の方のボランティアの受け入れ
ホーム内での家族、地域住民も含めた茶話会、
食事会などの実施
町内会のイベント参加　盆踊りなど
地域の避難訓練、事業所での訓練参加の声掛
け

6ヶ月

2 4

運営推進会議について、参加者が少ない所で、
1,日程を固定する　2,他施設へ案内を送る
3,電話で案内する　4,民生委員、先生に話を依
頼する等の案を頂いた。また、家族会があった
方が、参加者も増えて施設の状況も分かりやす
いと頂いた。

コロナ禍の於いて、紙面開催となり、参加者
が限定されていった経緯もある。再度、開催
の終え掛け、案内を送り、参加を促していく。

参加しやすい曜日、日程を聞いていく。
参加する意義を説いていく。
気軽に参加できる声掛けや環境を作る。 6ヶ月

3

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。

　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　

ナルク北海道福祉調査センター


